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農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）

2022.6
農政局だより＠ひょうご

を南あわじ市で開催します

日時：2022年8月4日（木）13:00～16:30

場所：吉備国際大学(農学部）「南あわじ志知キャンパス」

“みどりの食料システム法”のパンフレットができました

環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する
法律「みどりの食料システム法」のポイントをわかりやすくまとめました。

農林水産省ホームページよりダウンロードできます
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/attach/pdf/index-115.pdf

主催：南あわじ市、近畿農政局兵庫県拠点

開催内容：

近畿農政局兵庫県拠点では、令和4年8月4日（木）に吉備国際大学（農学部）「南あわじ志知キャンパス」にて、
「兵庫農業女子会」を開催します。

兵庫県内の女性農業者の取組や活動を理解・応援し、より一層の活躍を推進することを目的としています。

兵庫県内の女性農業者で ☆販路拡大を考えている方 ☆がんばる女性農業者の話を聞いてみたい方 ☆他の女性
農業者とつながりを持ちたい方 はぜひご参加ください。

「兵庫農業女子会」案内ホームページ
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kobe/index.html

近畿農政局兵庫県拠点
TEL:078-331-5924

受付時間 月～金 9:00～17:00まで

担当：田住、久米、柴野

【お問合せ先】 案内チラシ、申し込み方法等詳しくは、兵庫県拠点ホームページを
ご覧ください。

（1）講演…新潟食料農業大学准教授（農業ジャーナリスト）青山 浩子 氏

（2）マーケットからのプレゼンテーション…生活協同組合コープこうべ、ヤマダストアー㈱
やさいバス㈱

（3）交流会…事例発表・意見交換会

※ (1)(2) についてWeb配信も行います。

(青山 浩子氏)

募集締切：令和4年7月13日（水）17:00まで



また、育苗用ハウスに自動巻き上げ装置を導入したことにより、発芽するための最適
な温度が保てるため、生育が安定しています。関係機関の方々と試験、検討を行い
い思い切って導入しました。

－花壇苗を栽培されるようになったきっかけは－

たつの市において、11棟のハウスで「花壇苗」を栽培されている、ヒットファクトリー
代表の安原光寿さんにお話をお伺いしました。

－経営の効率化はどのように図られていますか－

－今後の目標は－

30種類の花壇苗を栽培しており、あらかじめ取引先と、納品日や納品数を
決めてから生産にとりかかります。例えば、パンジーでは色違いで30色育てて
おり、きちんと生産計画を立てないと納品日を守れません。計画に基づいた作
業が行えるよう常に気を配る毎日です。利点は、生産前にどのくらい収益が見
込めるかわかるので経営展開や安定化に役立ちます。

また、決められた納品を守るにはロスを減らすことも重要で、肥料のバランスや
発芽しやすい温度管理などを工夫し、常に出荷率100％を目指しています。

－安定した経営を図るためには－

たつの市は花壇苗の産地として知られており、これからも守っていきたいと考えていま
す。花の需要や物流は変化します。時代に合わせて新しいものを取入れつつ今後
も花壇苗栽培を続けていきたいです。

また、新規就農で花壇苗栽培を始める方がいらっしゃいましたら、技術を教えるなど
全面的にバックアップをしていこうと考えています。

LEDライト

自動巻き上げ装置

出荷最盛期のマリーゴールド

子供の頃から将来は親の花壇苗栽培を継ごうと思っていたので、学業では花卉を
専攻していました。卒業後に就農し、２年後には独立しました。就農後20年以上
経った今でも、私のやりたい仕事は花壇苗栽培しかないと思っています。

～安定経営は変化から！～

開花を促進する効果がある“LEDライト”を活用しています。開花が早くなると、市場
に出回る前に出荷できるメリットがあり引き合いが強くなります。

〈ヒットファクトリー代表・安原光寿さん〉

農林水産省では、農山漁村の可能性を引き出した地域の活性化や
所得向上に向けた取組を募集しています。

◇募集する取組◇
・美しく伝統ある農山漁村の次世代への継承
・幅広い分野・地域との連携による農林水産業・農山漁村の再生
・国内外の新たな需要に即した農林水産業の実現

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード」（第9回選定）
エントリー募集中！

ご応募頂いた中から特に優れた取組については選定証を授与するほか、
特設Webサイトやイベントへの出展などを通じて全国に広く発信してい
く予定です。

詳しくは

https://www.discovermuranotakara.com/（外部リンク）



知っていますか？

【目的・背景】
・新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、学校給食の補完機能を果たす「子ども食堂等」に加え、子ども食堂に
集まりにくい中で、子育て家庭に食材を届ける「子ども宅食」の取組が拡大しています。
・従前より政府備蓄米を活用して、学校給食におけるごはん食の拡大を支援してきた無償交付制度の枠組みの下、
子ども食堂等や子ども宅食においても食育の一環としてごはん食の推進を支援します。

食育月間では、国、地方公共団体、関係団体などが協力して、食育推進運動を重点的かつ効果的に実施し、
食育の一層の浸透を図ることとしています。

期間中は、全国規模の中核的な行事として食育推進全国大会が開催されるほか、
全国各地で食育をテーマとした多くの取組やイベントが実施されます。

食育月間イベントに参加したり、食育の取組を実践してみてはいかがでしょうか。

毎年6月は「食育月間」です －毎月19日は「食育の日」です－

政府備蓄米の無償交付（子ども食堂等、子ども宅食への支援）

【事業内容】
子ども食堂等
・ごはん食を提供する子ども食堂等（食事提供団体）の
取組に交付。
・食事提供を行う場所で、子どもにごはん食の魅力などを
伝える食育の取組を行うことが条件｡（食事提供団体ごと
に、一申請当たり120Kgを上限に交付）

子ども宅食
・食材提供を希望する子育て家庭に、政府備蓄米と他の
食材を併せて、直接配付を行う団体（食材提供団体）
の取組に交付。
・ごはん食の魅力が伝わるチラシやレシピなど活用し、子育
て家庭に対して、ごはん食の魅力を伝えるなどの食育の取
組を行うことが条件。（食材提供団体ごとに、一申請当たり
450Kgを上限に交付）
・交付対象者 ※以下の要件を満たした団体

・「都道府県や市区町村等と連携し、子育て家庭の情報を基に活動を
している団体」又は「公的支援を受けている団体」
・「子育て家庭に直接、食事又は食材の提供を行っている団体」

【申請方法】

［お問い合わせ先］
農林水産省農産局穀物課消費流通第１班
ダイヤルイン：03-3502-7950・農林水産省に直接申請。

申請様式など、詳しくはこちら
https://www.maff.go.jp/j/seisan/
kokumotu/bichikumai.html

近畿の米の消費拡大や米粉の情報を掲載中です！
小麦価格が高騰する中、今、あらためて米粉が注目されています。
近畿農政局のホームページでも、「米粉」に関する様々な情報を掲載
していますので、是非、ご参照ください。

【動画】米粉料理を紹介【動画】米粉ができるまで！

近畿管内の
米粉商品等販売店一覧

「牛乳でスマイルプロジェクト」が
立ち上がりました！

【共通ロゴマーク】

このプロジェクトでは、酪農・乳業関係者のみ
ならず、様々な企業・団体・自治体など官民
から多様な参加者に加わっていただき、共通
ロゴマークにより一体感を持って、更なる牛乳
乳製品の消費拡大に取り組みます。

米粉料理のレシピ集

詳しくは
https://www.maff.go.jp/kinki/syokuryo/syoukaku/index.html



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.6

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

あじさいフローラみき（三木市）

「農業女子プロジェクト」は、社会や農業界で女性農業者の存在感を高め、女性農業者自らの
意識改革と経営力の発展、若い女性の職業の選択肢に”農業”を加えることを目的にしています。
８月４日(木)南あわじ市で開催される「兵庫農業女子会」へご参加いただき、ネットワークづくり
をされてみてはいかがでしょうか （K・H）

兵庫の の風景

園では、市民有志のボランティア “あじさいマイスター” が
アジサイの植栽から水やり、除草等の維持管理を行っています。

as

多可町産山田錦の酒

飼料用米 多収日本一コンテストを開催！

飼料用米生産農家の生産技術の向上を目指し、多収を実現して
いる先進的で他の模範となる経営体を表彰し、その成果を広く紹介
する「飼料用米多収日本一」を開催します。

・募集期間：令和4年6月1日（水）から
同年7月29日（金）まで

・応募先及びお問い合わせ（近畿ブロック事務局)
近畿農政局生産部生産振興課

電話 075-414-9020

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/
attach/pdf/siryouqa-45.pdf 園内散策期間：６月11日～7月18日

1万5千株のアジサイがお出迎え -あじさい祭り2022開催中-

名称：観光交流施設 まちの駅 たか
道の駅 山田錦発祥のまち・多可

所在地：多可郡多可町中区岸上281-1
電話番号：0795-20-7087
駐車場：大型 4台 普通車 22台(身障者用2台)
営業時間：3月～10月 9:30～17:30

11月～2月 9:30～17:00
休業日：年末年始
HP：https://michinoeki-taka.com/

観光交流施設 まちの駅 たか
道の駅 山田錦発祥のまち・多可

今回は北播磨地域の多可町にある、「観光交流施設 まちの駅 たか」をご紹介
します。

施設を開設した平成24年当時は「まちの駅」として登録され、地域の方々に親し
まれていました。その後、平成27年に道の駅として登録を受け二つの名前（道の
駅「山田錦発祥のまち・多可」＆観光交流施設「まちの駅・たか」）を持つ施設と
なりました。
ハイカーやサイクリスト等、自然豊かな多可町を訪れる人々の観光拠点として地
域の重要な施設となっています。

農産物がズラリ(左上はカラフルニンジン)

販売されている農産物は、ほとんどが減農薬・農薬及び化成肥料不使用・
有機農産物であり、中でも多可町の若手農家が研究グループを結成し、
様々な有機農産物の生産に積極的に取り組んでいます。

施設では、多可町産の野菜をはじめ、山野草や切り花等の農産物の他、世界中に発信されている“タカタータン”など
多可町特産の工芸品、多可町産山田錦を原料とした日本酒等が販売されています。

そんな若手農家に刺激され、慣行栽培をしている
農家の方々も減農薬栽培等にチャレンジしている
そうです。

毎年4月と12月に「まちの駅」と」道の駅」の開設
記念の「まちたか感謝祭」が開催されます。農家
の皆さんが軽トラックに農産物を満載して、ずらりと
並んで新鮮な農産物を販売する「軽トラ市」は
たくさんのお客様で賑わいます。

また、施設長の藤井さんは山田錦発祥の地である
多可町産の有機栽培山田錦 100％のお酒を販
売する夢をお持ちですので、「多可町産有機栽培
山田錦使用」の日本酒が店頭に並ぶ日を、皆さん
楽しみに待っていてください。

施設案内


